
項目名

■ □ □

実績

評価者

生涯学習推進センター所長　倉富　恵理子

項目名

■ □ □

実績

評価者

生涯学習推進センター所長　倉富　恵理子

項目名

■ □ □

実績

評価者

生涯学習推進センター所長　倉富　恵理子

項目名

■ □ □

実績

評価者

生涯学習推進センター所長　倉富　恵理子

相談者の人数は減少したものの、
市民に対して同じ目線できめ細か
い対応を目指している当事業は必
要性があると思われるため、これか
らも相談者の意見や相談員からの
情報を勘案しつつ安定的な運営を
図っていきたい。

成果指標の目標値に達成していな
いが、達成率が90％以上であるこ
とから、成果が挙げられていると考
える。
今後は、講座内容を精査し、多様
化する市民ニーズや社会情勢に対
応できる講座を企画していく。

　市民組織として生涯学習の普及・
啓発に貢献している。講座「ところ
学のすすめ」を実施し、更にＨ28年
度から内容を発展させ、地域の文
化の伝承を視野に入れ「語り部養
成講座」として学びの成果を活かせ
る活動を着実に行ってきた。 また
平成２６年度からは「名人・達人に
聞く会」を開催し毎月多くの参加者
を得ている。　なお、会員になって
いる団体の組織的な力を事業に十
分活用できれば更に生涯学習の進
展に力を発揮できるものと思われ
る。

郷土所沢を知り、愛着を持ち、自らまちづく
りを目指す人材を育てていくことを目的とし
た講座「ところ学のすすめ」を「語り部養成
講座」に改め、より実践的な講座とした。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

　今後の課題としては会員全体としての取
り組みが弱く、一部の者の尽力に依存して
いる部分が大きいので、会員相互の交流を
図りながら役割分担をすすめていく必要が
あるものと思われる。また、会員の高齢化
と減少への対策として会員募集の案内チラ
シを作成し、更に活動への理解を深めると
ともに会員増加を呼びかけていく。

申込み件数、参加人数ともに減少
した。参加人数の少ない講座が多
かったため、目標値に達しなかった
と思われる。初利用者もいるもの
の、約半数はリピーターであり、既
存のメニュー以外の希望も増えて
いるため、リクエスト講座を含め内
容を精査していく。

期間

H13年度～

生涯学習まちづく
り出前講座事業

期間

H11年度～

実施計画ランク

重要

ＩＴ相談事業

重要

生涯学習をすすめ
る所沢市民会議
補助金

期間

Ｈ８年度～

実施計画ランク

重要

実施計画ランク

優先

学習講座等開催
事業

期間

Ｈ５年度～

実施計画ランク

生涯
学習
推進
セン
ター

生涯
学習
推進
セン
ター

生涯
学習
推進
セン
ター

生涯
学習
推進
セン
ター

800人

800人 694人

0.46 人
非常勤
特別職

0.00 人 H29年度目標

3,945 千円 臨時職員 0.00 人

3,984千円 臨時職員 0.00 人 ①210回

②694人

③

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H28年度目標 H28実績

スマートフォンやタブレット端末等、相談内
容の多様化も進みつつあることから、可能
な範囲で対応していくようにしたい。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H27その他職員
従事割合

H27年度目標 H27実績 H28目標値が未達成の理由・分析

市民の誰もがＩＴ（情報通信技術）について理解、活
用できるようになるため、パソコンの基礎的操作を習
得することを目的に個別相談を実施している。イン
ターネット閲覧と電子メールの基本操作についての
相談を主としているが、パソコンの設定やソフトの使
い方等の相談にも対応している。
相談日：第1～第4火・金曜の午前午後、第2・第4土
曜の午前（第4土曜は障害者向け相談あり） 10回/
月

0.46 人
非常勤
特別職

0.00 人 800人 722人

H28年度に改善した点

無 無

424 ①相談実施回数

②相談者

③

相談者数
（相談受付者延べ人数）

市民がＩＴについての基礎的操作を習得し、ＩＴを
通した市民相互の交流や、市民の暮らしと福祉
の一層の増進を図ること、またＩＴに不慣れな人
への援助を目的とした事業であるため、相談者
の人数を指標とした。

公募により相談員を4名増員（H28年度末現
在25名）したことにより、担当日の割り振り
が円滑にでき、2人態勢での対応がほぼ確
実にできるようになった。

パソコンの一般家庭への普及が一段落し、ス
マートフォンやタブレット端末へ市民の関心が移
りつつあることが利用者数が増えない一因かと
思われる。

H28決算額（見込み）

目標設定の考え方・根拠

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 567

Ｂ

根拠法令 H28予算現額

617

0.15 人 4,500

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

471

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

4,500 1,744

0.46 人
非常勤
特別職

0.00 人 H29年度目標

3,945 千円 臨時職員

3,182

3,984千円 臨時職員 0.15 人 ①62回

②

③

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H28年度目標 H28実績 申込方法についてメール、ファックスでの受
付も可としているが、窓口受付が大半を占
めているため、ホームページなど通じて更
なる周知を徹底していく。内容について、多
様化する市民ニーズに対応できるよう、担
当課との調整を密に図っていきたい。

H28正規職員
人件費

H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

H27年度目標 H27実績 H28目標値が未達成の理由・分析
　市政を広く市民に周知し、理解を得ると共に市民と
行政の協働によるまちづくりを進めることを目的と
し、約90の講座を用意し、市民グループ（10人以上）
から申し込みを受けている。
　出前講座メニューと利用方法を掲載したリーフレッ
トを作成し、担当課との日程等を調整のうえ講座の
実施を決定する。講座終了後は、担当課による実績
報告書と利用者によるアンケートを取りまとめ、今後
に活かしていく。

0.46 人
非常勤
特別職

0.00 人 4,500

H28年度に改善した点

有 無

147 ①開催回数

②

③

講座参加者数
市政を広く市民に周知することを目的とした事業
であるため、講座参加者数を指標とした。

受付簿と利用集計表を一本化することで、
依頼案件ごとの進捗状況が把握しやすくな
り、事務効率を上げることができた。

１開催あたりの人数の少ない申請が多く、目標達
成に至らなかった。また一部講座へ申請が集中
し、担当課で対応しきれず、開催できない場合が
あった。

H28決算額（見込み）

目標設定の考え方・根拠

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 548

Ｃ

根拠法令 H28予算現額

所沢市生涯学習まちづくり出前講座実施要綱 633

0.00 人 H29年度目標

6,860 千円

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

231

Ｈ28年度から、講座「ところ学」を語り部養成講座
「ところ学」に変更したが、その事業効果を考え少
人数の定員設定で実施したため、どうしても参加
者数は伸ばせなかった。

H28年度目標 H28実績

臨時職員 0.00 人 3,000人

H28その他職員
従事割合

3,000人 1,655人

非常勤
特別職

非常勤
特別職

0.00 人 3,000人 2,048人

7,794千円 臨時職員 0.00 人 ①17回

②29回

③1,655人

H28正規職員
人件費

0.80 人

無 無

900 ①会議回数

②主催講座、事業数

③主催事業参加者数

主催事業参加者数

市民が主体となって所沢市の生涯学習をすすめ
ていく組織のため、生涯学習の普及・啓発活動と
して生涯学習の様々な形について、より多くの人
に体験してもらい、自ら実践してもらうための啓
発活動であると考えている。

H28決算額（見込み）

900

H27その他職員
従事割合

H27年度目標
B

根拠法令 H28予算現額

生涯学習をすすめる所沢市民会議補助金交付要綱 900

H28年度に改善した点

H27実績 H28目標値が未達成の理由・分析

第１次生涯学習推進計画に基づき、生涯学習をすす
めるための行政の横断組織である所沢市生涯学習
推進本部の設置と同時に、市民が主体となって生涯
学習をすすめるための市民組織である「生涯学習を
すすめる所沢市民会議」を設置し、本市生涯学習の
推進を市民の立場から行う同団体の活動を積極的
に支援することを目的に市が財政補助を行ってい
る。

0.90 人

H27正規職員
人件費

目標設定の考え方・根拠

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 900

非常勤
特別職

臨時職員 0.90 人 1,450人

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

事業の目的及び具体的な内容

23,667 千円

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H28年度目標 H28実績

今まで以上に受講生のニーズを把握し年
齢層に関係なく多くの市民が受講できるよ
うな講座を企画していく。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

1,450人 1,360人

2.76 人

1.30 人 ①26件

②

③

目標値には達しなかったが、概ね達成したものと
考える。
当初予定していた講座が、講師の都合で開催で
きなかったため、受講者数が減少してしまった。0.00 人 H29年度目標

H27実績 H28目標値が未達成の理由・分析

 人材育成を目的とし市民との協働で企画運営する
通年制の「所沢市民大学」や、一般教養や現代的、
地域的課題などを学ぶ「市民教養講座」、資格技能
取得など市民のキャリアアップをめざした「資格技能
取得講座」等を開催する。
　学習機会の提供により、知識・技術を得る場や新
たな仲間との出会いの場をつくる。また、現代的課
題を学ぶ機会を提供し、学習成果の地域への活用
を図る事を目的とする。

2.74 人
非常勤
特別職

0.00 人 1,450人 1,398人

23,728千円 臨時職員

H28年度に改善した点

有 無

5,442 ①講座実施数

②

③

受講者数

市民の知識・技術を得る場や新たな仲間との出
会いの場をつくる。また、現代的課題を学ぶ機会
を提供し、学習成果を地域活動等につなげていく
人材の育成を図る事も目標としているため受講
者数を指標とした。

市民教養セミナーや子ども講座等年齢幅を
広げるように努めた。

H28決算額（見込み）

4,722

5,681

Ａ

根拠法令 H28予算現額

5,687

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

H27年度目標

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

活動実績(H28)

経費

投入コスト（千円）
会
計

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

事務事業名称 事業概要（全体）
所属
名称

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

事業の目的及び具体的な内容
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環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

活動実績(H28)

経費

投入コスト（千円）
会
計

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

事務事業名称 事業概要（全体）
所属
名称

項目名

■ □ □

実績

評価者

生涯学習推進センター所長　倉富　恵理子

項目名

■ □ □

実績

評価者

生涯学習推進センター所長　倉富　恵理子

項目名

■ □ □

実績

評価者

生涯学習推進センター所長　倉富　恵理子

項目名

■ □ □

評価者

生涯学習推進センター所長　倉富　恵理子

人材バンクフェアの開催により、制
度の開始当初と比べて、ここ数年
利用は大幅に増えたが、28年度は
目標値に届かなかった。
今後もPR活動に努め、制度の活用
を図っていく。

特別利用許可申請件数は過去5年
間32～39件の間で推移しており、
目標値に達していない。
資料の活用については、資料保存
の必要性を配慮しながら対応する
必要があるが、写真等デジタル
データは、提供しやすものなので、
郷土の歴史や文化の学習等に役
立てもらうよう制度の活用を図って
いく。

　目標達成には至らなかったが、稼
働率は上がっている。また、イベン
ト・口コミを通じて当施設を知り、利
用する団体があることから、周知が
進んでいると思われる。引き続き施
設利用の拡充を図りたい。

目標値は、達成できたが、紙面の
充実には、今後も努めていく。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H28年度に改善した点

有

最優先

資（史）料の収集・
整理・保存・活用
事業

期間

S63～

実施計画ランク

重要

生涯学習ボラン
ティア人材バンク
運営事業

期間

H11～

実施計画ランク

H11～

実施計画ランク

重要

生涯学習情報紙
発行事業

期間

H12～

実施計画ランク

重要

生涯学習推進セン
ター施設提供事業

期間

生涯
学習
推進
セン
ター

生涯
学習
推進
セン
ター

生涯
学習
推進
セン
ター

生涯
学習
推進
セン
ター

0.41 人 H29年度目標

6,260 千円 臨時職員 0.00 人 40件

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H28年度目標 H28実績 資料の活用により、郷土の歴史や文化の
周知や学習活動の支援のためにも特別利
用制度の周知を図る。
また、まちづくりの資源として資料を収集
し、積極的に活用できるよう整理を実施す
る。同時に資料の劣化と亡失を防ぐ手立て
を構築していく。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

40件 39件

0.73 人
非常勤
特別職

まちづくりの資源として資料（ふるさと研究資料）を収
集し、積極的に活用できるよう整理するとともに、資
料の劣化と亡失を防ぐ手立てを構築することを目的
とする。
これまでに収集した資料は、活用できるように把握・
整理を進める。また、資料（民具など）の受け入れを
可能な範囲で行う。併せて、資料の代替物（マイクロ
フィルム・デジタルデータDVD）に取り組む。

0.73 人
非常勤
特別職

0.41 人 40件 33件

6,322千円 臨時職員 0.00 人 ①8,100コマ
②39件
③19人

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

H27年度目標 H27実績 H28目標値が未達成の理由・分析

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

・同施行規則・所沢市生涯学習推進センターが保管
するふるさと研究資料の利用に関する要綱

3,662 3,452

Ａ

H28年度に改善した点

有 無

3,278

①28年度中にマイクロフィルム
に撮影した古文書のコマ数
②資料特別利用許可申請件数
③資料寄贈・寄託者数

資料特別利用許可申請件数
※特別利用とは資料の貸出のこと

資料の形態が古文書・民具など多岐にわたり、
整理進捗状況について数値化することが困難で
あるため、数値化が可能である資料特別利用許
可申請件数を用いる。目標値は過去5年間で最
高であった平成25年度の39件を上回る数値とす
る。

当センターのロビーに資料展示スペースを
新たに設け、資料の活用を図った。

特別利用許可の制度があることが周知されてい
ないためと思われる。

事業の種別 H27予算現額 H27決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 3,580

0.00 人 H29年度目標

4,373 千円 臨時職員 0.15 人 70

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H28年度目標 H28実績

制度の紹介や、登録講師の更新情報を
ホームページを活用して発信するほか、チ
ラシや冊子の配布によりPRに努めていく。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

70 51

0.51 人
非常勤
特別職

　生涯学習に関する知識や技術を持っている市民講
師（団体及び市外在住者も登録可）に登録してもら
い、その知識や技術を求めている市民に紹介する制
度である。
利用希望者には、登録講師の連絡先を紹介し、その
後は、直接両者が交渉し学習活動をすすめてもら
う。このことにより市民の学習活動の促進と、教える
側の社会貢献とスキルアップの場になることも目指
している。

0.56 人
非常勤
特別職

0.00 人 60 60

4,850千円 臨時職員 0.40 人
①163件

②99件

③

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

H27年度目標 H27実績 H28目標値が未達成の理由・分析

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

283 283

Ｂ

H28年度に改善した点

無 無

277 ①登録件数

②登録者紹介件数

③

登録者活動件数
（利用者から報告のあった登録者活動（交渉成
立）件数）

市民の学習機会の拡充を目標の一つとしている
ことから、ボランティア人材バンク登録者の活動
（交渉成立）件数を指標としている。

市役所ロビーで行った制度ＰＲのための
フェアでは、他部署との連携も進め、参加
人数が大幅（約4割）に増加した。

講師登録件数は増加しているが、紹介件数や活
動件数は減少していることから、当制度のより一
層の周知が必要であると思われる。

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 723

Ａ

0.00 人 H29年度目標

4,802 千円 臨時職員 0.40 人 1,980,000

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

1,980,000 1,996,230

0.56 人
非常勤
特別職

「学習機会の拡大と学習情報の提供」を目的とした
生涯学習情報紙「翔びたつひろば」を毎月1日、年12
回発行。
　1面には、主に教育委員会並びに市が主催する事
業、2.・3面には市民団体等の催しや公的施設等の
情報、4面に公民館・図書館の情報を掲載している。
なお、視覚障害者用として、希望者に点字翻訳版、
音声媒体（テープ、ＣＤ版）による情報紙を委託によ
り作成し配付している。

0.56 人
非常勤
特別職

0.00 人 1,965,000 1,979,680

4,850千円 臨時職員 1.20 人
①12回

②1,951,325戸

③

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

H27年度目標 H27実績 H28目標値が未達成の理由・分析

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

17,597 16,701

無

16,927

①発行回数

②年間配布延べ世帯数

年間発行部数
（世帯数＋配備数）×発行回数

市民の学習意欲を支援するための「学習機会の
拡大と学習情報の提供」を目的としているため、
年間発行部数を指標としている。

小さかった1面の文字を大きくして2～4面と
統一するなど、見やすい紙面作りに努め
た。

目標達成済

H28年度目標 H28実績

学習情報紙として、市民に情報が伝わりや
すい紙面作りに努めていく。

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 19,315

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

50% 47.20%

1.44 人
非常勤
特別職

0.00 人 H29年度目標

12,348 千円

臨時職員 0.90 人
①48.9%

②45.6%

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H28年度目標 H28実績

統廃合により廃校となった小学校を改修し
て開設した施設であり、築３０年が経過して
いることから、計画的に修繕をすすめ利用
環境の整備を進めていきたい。

臨時職員 0.40 人 50%

H27年度目標 H27実績 H28目標値が未達成の理由・分析

市民の自由な学習、文化活動の場の提供を目的と
する。
・業務委託により、土・日曜日及び夜間も開館
・会議室、体育室の貸出
・利用の公平性から予約時間制限あり。団体（５人以
上）の利用は月８時間（２区分）までとし、個人利用は
体育室のみ、月４時間までとしている。

2.30 人
非常勤
特別職

0.00 人 50% 45%

19,918千円

H28年度に改善した点

無 無

24,584
①会議室等稼働率

②体育室稼働率

年間施設稼働率平均
（会議室等稼働率＋体育室稼働率）÷２

より多く貸出の機会を提供する目的から、貸出可
能日数のうち提供した割合を指標としている。 公共施設利用者カード登録団体データを整

備し、年次更新事務の負担軽減を図った。

　パソコン研修室のパソコン入替えや、公用の大
きなイベント時は混乱回避のため会議室の貸し
出しを制限するなどの期間があったため、会議
室の稼働率が上がらなかった。

H28決算額（見込み）

目標設定の考え方・根拠

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 27,467

Ｂ

根拠法令 H28予算現額

社会教育法、所沢市生涯学習推進センター条例、同
施行規則

25,074

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

24,626

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

所沢市生涯学習推進センター条例


